
1. 重要な会計方針

（1） 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産

イ平成１９年３月３１日以前に取得したもの

　旧定額法

ロ平成１９年４月１日以降に取得したもの

　定額法

②リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

（2） 引当金の計上基準

 退職給付引当金

　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生　職員の退職給付に備えるため、期末自己都合要支給額17,179,050円から、中小企業退職金共済

　制度からの相当支給額10,189,111円を控除した金額6,989,939円を計上している。

（3） 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっている。

2. 特定資産の増減及びその残高

特定資産の増減及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

退職給付引当資産

固定資産取得資金積立資産

財政運営資金積立資産

事務所移転資金積立資産

インボイス対応積立資産

3. 特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

退職給付引当資産 （ 0 ) （ ) （ )

（ 0 ) （ ) （ )

財政運営資金積立資産 （ 0 ) （ ) （ )

事務所移転資金積立資産 （ 0 ) （ ) （ )

インボイス対応積立資産 （ 0 ) （ ) （ )

（ 0 ) （ ) （ )

4. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　建物

構築物

　車両運搬具

　什器備品

　構築物リース資産

建物付属設備 3,907,361 852,734 3,054,627

合計 29,484,043 18,907,097 10,576,946

9,918,577 6,018,482 3,900,095

2,563,176 2,013,924 549,252

898,693 294,986 603,707

2,880,025 2,547,391 332,634

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

9,316,211 7,179,580 2,136,631

0 0 ―

合計 91,489,939 84,500,000 6,989,939

35,000,000 35,000,000 ―

42,500,000 42,500,000 ―

6,989,939 0 6,989,939

固定資産取得資金積立資産 7,000,000 7,000,000 ―

（単位：円）

科目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

2,010,000 1,083 2,011,083 0

合計 85,980,304 10,894,343 5,384,708 91,489,939

35,000,000 7,519,830 19,830 42,500,000

6,970,304 350,787 331,152 6,989,939

7,000,000 3,783 3,783 7,000,000

財務諸表に対する注記

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

35,000,000 3,018,860 3,018,860 35,000,000



5. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金

運営補助金 ―

運営補助金 ―

　　　　合計

6. リース取引関係

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース資産の内容

その他固定資産

本部におけるコンピュータ・サーバーである。

7.引当金の明細

退職給付引当金 6,696,460 347,179 53,700 0 6,989,939

（単位：円）

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

市 0 12,329,000 12,329,000 0

0 24,465,000 24,465,000 0

国 0 12,136,000 12,136,000 0

（単位：円）

補助金等の名称 交付者
前期末
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

貸借対照表上
の記載区分


